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目的とした．対象は看護師 33 名とし，臨床経験年数別に 1 群（1 ～ 4 年目）11 名，2 群（5 ～ 9 年目）



























































































デル 14）を参考に，臨床経験年数によって 3 群に
分類した．1 群は新人から一人前レベルである臨
床経験年数 1 ～ 4 年目，2 群は中堅レベルである
臨床経験年数 5 ～ 9 年目，3 群は達人レベルであ
る臨床経験年数 10 年目以上とした．
２．２　調査期間
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午前 9 時 30 分に患者の病室を訪室し観察を行う」
ことを説明した．
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表１ 画像の総注視時間
画像Ⅰ 画像Ⅱ 画像Ⅲ 画像Ⅳ 画像Ⅰ～Ⅳ合計
M （SD） M （SD） M （SD） M （SD） M （SD）
1 群 n=11 1136.09 (547.60) 1005.54 (357.27) 955.55 (390.16) 1063.87 (491.77) 4161.05 (1421.22) 
2 群 n=12 1243.34 (453.37） 1303.30 (288.43) 1150.00 (470.62) 1156.67 (366.39) 4853.31 (858.62) 





対象者は 33 名で性別は女性 30 名，男性 3 名
であった．臨床経験年数は1～25年，8.2 ± 6.7（平
均値 ± 標準偏差）年であった．臨床経験年数に
より分類した 1 群（1 ～ 4 年目）は 11 名，2 群（5



















瓶」領域の 416.7（1200 － 100）ms であった．
臨床経験年数が異なる 3 群でみると，1 群では「吸






た．臨床経験年数が異なる 3 群でみると 1 群では
「顔」領域の 383.4（566.7 － 133.3）ms，2 群で
は「ナースコール」領域の 400.0（633.3 － 100）




－ 100）ms であった．臨床経験年数が異なる 3
群でみると 1 群では「点滴刺入部・点滴ルート」
領域の 366.7（1000 － 100）ms，2 群では「顔・
吸引チューブの箱」領域の 366.7（600 － 100）
ms，3 群では「点滴刺入部・点滴ルート」領域
の 466.7（1133.3 － 133.3）ms であった．
画像Ⅳ（退室時：病室全体）について，対象者
全体では「患者に足側・センサーマット」領域の
350.0（533.3 － 100）ms であった．臨床経験年
数がことなる 3 群でみると 1 群では「顔」領域の
483.4（666.7 － 300）ms と「患者の足側・センサー
マット」領域の 483.4（500 － 400）ms，2 群で
は「患者の足側・センサーマット」領域の 416.7
（533.3 － 300）ms，3 群では「点滴ボトル」領域







臨床経験年数が異なる 3 群でみると 1 群では「患
者の足元・ソファの上の布団」と「酸素マスク」
領域がともに 9 名（81.8%），2 群では「患者の足





経験年数が異なる 3 群でみると 1 群では「顔」領
域と「サチュレーションモニター」領域がともに
8 名（72.7%），2 群では「顔」領域と「ナースコー
ル」領域がともに 10 名（83.3%），3 群は「顔」








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































域 9 名（81.8%），2 群では「点滴刺入部・点滴ルー





でみると 1 群では「酸素マスク・中央配管」9 名
（81.8%），2 群では「酸素マスク・中央配管」領
域 12 名（100%），3 群では「酸素マスク・中央
配管」領域，「患者の足側・センサーマット」領域，
「テレビ・柵・杖」領域，「窓・ソファ」領域がそ















































































































らず，2 群は 2 名，3 群は 1 名と見ている者が少
なかった．これは見落としが生じていることも考
えられるが，画像Ⅱでは「サチュレーションモニ
ター」領域を注視しているものが 1 群は 8 名，2
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Nurse’s Eye Movement Patterns 
During the Observation of Patient’s Rooms
Abstract
　The purpose of this study was to clarify the differences in eye movement when nurses with 
different clinical experiences observe patient’s room. The eye movements were measured using 
Talk Eye II. Subjects were 33 nurses that were divided into three groups as per years of 
experience: 11 in group 1 （experience, 1-4 years）, 12 in group 2 （5-9 years）, and 10 in group 3 （≥
10 years）．Subjects were first presented patient information, followed by four simulated patient’s 
rooms images in turn, during which their eye movements were measured. The following three 
indices of eye movement were measured: total gaze time of simulated patient’s rooms image, the 
existence of a gaze of a images area, and sum total gaze time. As for the association of the indices 
of eye movement with clinical experience, there was no significant difference between the three 
groups. However, there was an imaging area at which many of the nurses gazed. Our observation 
demonstrated that there were potential attention and peripheral vision functions included in the 
eye movement function and suggested the possibility that those created an eye movement pattern.
Keywords　eye movement，observation，nurse，clinical experiences
